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設備を充実させて他社の追随を
許さないビジネスモデルを確立
株式会社オリンピア
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ミュージシャンTシャツを一手に
　昔の謄写版に似た原理で繊維製品
などにプリントをするシルク印刷と
いう技法があるが、シルク印刷専門
会社が全国に数多い中で大館市の株
式会社オリンピアが特異な点は、有
名ミュージシャンがコンサート会場
で販売するオリジナルプリントT
シャツの製造に事業を特化している
ことだ。来日公演をする外国人有名
アーティストのTシャツは、ほぼ
100%手がけているという。
　「最近の傾向として、コンサート初
日のTシャツの売れ行き状況で翌日
分の追加注文枚数が決まり、その連
絡を受けてから短時間で刷り上げ
て、空路で羽田に運び、コンサートの
開場時間に間に合わせるというよう
なことがあります」（今村文隆社長）

設備の充実で他社の追随を許さず
　十数年前、誰もが知っている有名
ミュージシャンが来日公演をしたと
き、同業他社が受注した膨大な量のT
シャツプリントの仕事を手伝ったこ
とがあった。そのときの、短時間で要
求通りのものに仕上げる仕事ぶりが
高く評価され、以来同種のプリント
はオリンピアの独壇場という形に
なった。
　短時間で大量ロットのTシャツプ
リントを仕上げるため、オリンピアで
は14色刷り印刷機が４基、あきた企
業活性化センターの設備貸与事業を
利用して導入した16色刷り印刷機が
１基の計５基を所有している。多色刷
りのシルク印刷機をこれだけ所有し
ている会社は国内唯一だと言う。

従業員を増やして最繁忙期に対処
　機材や材料関係がほとんど輸入
品のため、円安になると仕入れコス
トがかかり増しになる。その一方で、
景気の低迷もあってどんなに手間
のかかる仕事でも工賃は抑えられ
るのが経営上の厳しいところ。
　音楽業界以外のたとえばスポー
ツ団体などからも新規取引きの引
き合いが入ることもあるが、最大の
生産能力に限りがあるので軽々に
は新規の取引きを増やせないのが
現状だ。
　現在は中国人研修生も含めて従

ミュージシャンのコンサート会場では様々なオリジナルグッズ
が販売される。その中でも人気の高いのがオリジナルTシャツ。来
日する外国人ミュージシャンの国内販売用Tシャツのプリントを
ほぼ100%手がけているシルク印刷会社が大館市にある。その意
外性のある事業内容を聞く。

センター事業活用事例
設備貸与事業

デザインは顧客からデータで送られてくる。
それを見ながら作業工程を組み立てていく。 高齢農家もタッチパネルで直感的に扱える配慮をした

ヒートポンプシステムの自社開発制御盤。

自動機を使っていても微調整には熟練の職人の経験や
勘が欠かせない。刷り始める前のセッティングに手間と
神経を使う。（写真上）
今村文隆社長は縫製会社を経営していた父親の事業を
継ぐため東京からＵターンしてきた。（写真下）

業員18名の体制だが、最繁忙期には
それでも人手が足りなくなるので、
来年度は新卒を採用して25名体制
になる予定である。

株式会社オリンピア

地下水利用ヒートポンプを開発
ハウス栽培農家の注目を集める
ENEX株式会社

身近にあったニーズが事業の原点
　秋田県の県南地方は、ハウス栽培
のしいたけの出荷額が年間25億円
にのぼる全国有数の産地。しいたけ
に限らず、農産物のハウス栽培では
ハウス内の温度を保つため暖房を
必要とする場合が多いが、昨今の原
油高騰のあおりで燃料費のかかり
増しが農家の経営を圧迫している。
　そんな従来型の暖房装置に代わ
るものとして地下水熱利用のヒー
トポンプを自社開発し製造販売し
ているのが仙北郡美郷町のENEX

（エネックス）株式会社だ。

農家の朗報となる装置を自社開発
　34歳の細井友亨社長は、井戸を掘
るボーリングと空調機を扱う親族
経営の会社に勤めていたが、自身で
発案開発した農業用ヒートポンプ
の商品化にめどが立ったとして、将

来の全国展開も見据えて平成22年
６月に現在の会社を起業した。開発
に要する費用はあきた企業応援
ファンドに応募して採択された資
金を充てた。
　地下水が豊富なことで知られる美
郷町の起業として、また、井戸のボー
リングを数多く手がけてきた実績を
ベースにして、細井社長が着目した
のは、一般的な空気を熱源とする熱
交換システムではなく、地下水を熱
源とする新発想の装置だった。
　「地下水は通年で15度くらいなの
で、これを使えば装置に霜がつくこ
ともなく、非常に効率のいい熱交換
が出来ます。灯油を燃やす暖房装置
と違って一台で暖房にも冷房にも
使えるし燃料費もかからないので、
導入初期費用は２、３年で回収でき
ると試算しています」（細井社長）

自社の強み武器に全国展開目指す
　ENEXでは自社でもしいたけのハ
ウス栽培をしていて、これ自体も事
業の一部門に据えているが、同時に、
ハウス内にヒートポンプを設置して
性能を実証し、視察者へのデモンス
トレーションの場にも充てている。
　年間30台の販売が採算ラインだ
が、創業から２年半余りで既に93台
という上々の販売実績を誇っている。
　機械製造自体は他社の追随も不
可能ではないが、地下水ボーリング

若き技術者がハウス栽培農家にとって朗報となる新発想のハ
ウス内空調装置を開発。ランニングコスト抑制につながる装置
への農家の関心は高く、実機デモを兼ねる自社のハウスには見
学者が絶えない。装置製造とボーリングをセットで販売できる
のが強み。今後は全国的な展開を目指す。

センター事業活用事例
あきた企業応援ファンド

自社のハウス内に設置されたヒートポンプ。実際に稼働
していて、視察者へのデモンストレーションもしてい
る。（写真上）
システムのほとんどを内製できるノウハウと実績があ
るのが強みと語る細井友亨社長。（写真中）
ヒートポンプに使った地下水はそのまま消雪用にも使え
る。（写真下）

あきた企業活性化センターの設備貸与事業を利用して導入した
16色刷り自動シルク印刷機。購入すれば３千万円近い高価な設備だ。

ENEXでは自社でも菌床しいたけをハウス栽培し、
JA経由で東京市場に出荷している。

とセットで販売できるのがENEXの
強み。機械にはメンテナンスが伴う
ので、将来的には全国に営業所を設
け、アフターサービスの体制を整え
たいという。
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